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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
０
１
７

年
４
〜
９
月
期
決
算
、
増

収
増
益
発
表
（
10
日
）。

「
最
終
利
益
が
前
年
同

期
比
10
・
８
％
増
の

５
２
７
５
億
円
、
本
業

の
も
う
け
を
示
す
営
業

利
益
も
５
・
３
％
増
の

９
７
５
１
億
円
と
い
ず
れ

も
過
去
最
高
だ
っ
た
」「
海

外
デ
ー
タ
通
信
事
業
な
ど

が
好
調
だ
っ
た
」「
海
外

ク
ラ
ウ
ド
の
統
合
も
発
表

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
疑
惑
。
文
科

省
が
獣
医
学
部
の
来
年
４

月
開
学
を
認
可
。「
安
倍

首
相
は
所
信
表
明
演
説
で

一
言
も
ふ
れ
な
か
っ
た
」

「
世
論
調
査
で
は
国
民
の

60
％
〜
70
％
が
説
明
不
足

と
納
得
し
て
い
な
い
」「
認

可
は
撤
回
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
チ
バ
ニ
ア
ン
」、
国
際

地
質
科
学
連
合
が
国
際
標

準
模
式
地
に
登
録
の
答
申

（
13
日
）。「
地
球
の
一
時

代
に
『
チ
バ
ニ
ア
ン
』
と

は
い
い
ね
」「
77
万
年
前

に
地
球
の
磁
場
が
逆
転
し

　

安
倍
首
相
は
２
０
１
７

年
度
ま
で
の
「
待
機
児

童
ゼ
ロ
」
目
標
を
先
送

り
に
し
ま
し
た
。
国
内

課
題
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
一
方
、
６
日
の
日

米
首
脳
会
談
で
は
「
米

国
製
の
武
器
を
大
量
に

買
え
」
と
の
要
求
に
唯
々

諾
々
と
従
う
姿
勢
を
み

せ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年

度
末
以
降
の
第
２
次
安
倍

政
権
か
ら
、
す
で
に
米
国

か
ら
の
武
器
購
入
総
額
は

１
兆
６
２
４
４
億
円
に
上

り
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
こ

の
税
金
は
国
民
の
社
会
保

障
の
た
め
に
使
わ
れ
る
べ

き
で
す
。

　

定
員
90
人
の
認
可

保
育
園
増
設
に
か
か

る
国
費
は
１
カ
所
あ

た
り
約
１
・
２
億
円
で

す
。
政
府
換
算
に
よ
る

と
、
２
０
１
７
年
度
の

待
機
児
童
は
約
２
万
６
千

人
。
オ
ス
プ
レ
イ
３
機
分

(

約
３
４
２
億
円)

で
解

決
で
き
ま
す
。
安
倍
政
権

は
同
機
を
17
機
取
得
し
ま

し
た
。

　

ま
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル

迎
撃
シ
ス
テ
ム
の
「
イ
ー

ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
は
２

基
で
１
６
０
０
億
円
に
も

達
し
ま
す
。
こ
の
金
額
を

オ
ス
プ
レ
イ
３
機
で

認
可
保
育
園
２
８
５
カ
所
増
設
可
能

　
　
　
　

武
器
購
入
よ
り
社
会
保
障
を

　

東
京
魚
市
場
卸
協
同
組

合
の
早
山
理
事
長
は
、
６

日
の
新
市
場
建
設
協
議
会

で
、
豊
洲
市
場
へ
の
移
転

を
来
年
10
月
中
旬
と
す
る

都
の
提
案
に
合
意
。
こ
れ

に
対
し
、
築
地
市
場
で
働

く
「
築
地
女
将
さ
ん
会
」

は
10
日
、
早
山
理
事
長
に

あ
て
た
緊
急
の
「
築
地
市

場
の
移
転
に
か
か
る
全
組

合
員
投
票
を
求
め
る
請
願

書
名
」
を
集
め
、
初
日
で

２
１
０
業
者
か
ら
の
署
名

が
寄
せ
ら
れ
た
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

署
名
は
、
女
将
さ
ん
会

が
提
出
し
た
質
問
状
に
対

す
る
東
京
都
か
ら
の
十
分

な
回
答
、
安
全
・
安
心
の

確
認
を
待
た
ず
に
移
転
日

程
を
決
め
る
の
か
、
そ
れ

と
も
納
得
の
い
く
回
答
を

待
ち
、
移
転
そ
の
も
の
の

是
非
に
つ
い
て
意
見
集
約

を
し
た
あ
と
に
移
転
日
程

を
決
め
る
の
か
を
問
う
て

い
ま
す
。

築
地
移
転　

全
組
合
員
投
票
を

　

女
将
さ
ん
会
が
緊
急
署
名

月
額
３
万
円(

年
36
万
円)

の
給
付
型
奨
学
金
に
回
し

た
場
合
、
約
44
万
人
の
学

生
に
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
地

層
で
、
千
葉
県
市
原
市
の

養
老
川
沿
い
に
あ
る
」「
最

終
的
な
結
果
は
来
年
に
な

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
（
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
23
回
締

約
国
会
議
）。「
パ
リ
協
定

に
背
を
向
け
る
ト
ラ
ン
プ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

九条科学者の会・日本科学者会議共催
2017 秋の講演会

日本の政治はどこへ向かうか？
講演１　「日本政治と改憲問題の現状」
　　　　渡辺　治さん
　　　　（一橋大学名誉教授・九条科学者の会共同代表）
講演２　「家族；開かれた憲法論に向けて―個人・
　　  　 尊厳・平等」 　志田陽子さん
　　　　　（武蔵野美術大学教授・九条科学者の会共同代表）

日時：2017 年 11 月 25 日（土）13:30 ～ 17:00
場所：中央大学理工学部（後楽園キャンパス）
参加費（資料代）：500 円

政
権
に
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら

16
日
、『
大
化
石
賞
』
が

贈
ら
れ
た
」「
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
な
ど
が
温
暖
化

対
策
を
進
め
る
と
表
明
し

た
」「
ト
ラ
ン
プ
は
州
政

府
の
努
力
に
水
を
さ
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

横
綱
日
馬
富
士
の
暴
行

事
件
。「
モ
ン
ゴ
ル
出
身

の
親
睦
会
で
貴
ノ
岩
に
暴

行
し
た
」「
証
言
が
く
い

ち
が
っ
て
い
て
よ
く
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」

「
相
撲
界
の
暴
行
体
質
が

い
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な

い
の
は
残
念
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

Ｗ
杯
。「
女
子
団
体
パ
シ

ュ
ー
ト
で
日
本
が
世
界
記

ト
、
は
が
れ
た
人
工
芝
を

補
修
。「
補
修
中
は
使
え

な
か
っ
た
が
短
期
間
だ
っ

た
」「
安
全
確
保
、
ご
苦

労
さ
ま
で
す
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

武
蔵
野
市
役
所
前
の

バ
ス
通
り
の
桜
並
木
で
伐

採
・
抜
根
作
業
。「
内
部

が
空
洞
や
腐
朽
し
た
木
が

対
象
だ
」「
桜
並
木
が
間

ギザのピラミッド内に未知の空洞
　　　宇宙線使い内部透視

　科学誌『ネイチャー』電子版 11 月 2日付

　

名
古
屋
大
学
高
等
研
究

院
の
森
島
邦
博
特
任
助
教

ら
は
高
透
過
性
の
宇
宙
線

の
一
種
で
あ
る
ミ
ュ
ー
粒

子
を
使
い
、
エ
ジ
プ
ト
に

あ
る
ギ
ザ
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
（
ク
フ
王
）
内
部
の
透

視
を
試
み
ま
し
た
。

　

検
出
器
は
、
ミ
ュ
ー
粒

子
な
ど
の
電
荷
を
持
つ
素

粒
子
の
軌
跡
を
１
μ
ｍ
以

下
の
精
度
で
立
体
的
に
記

録
す
る
厚
さ
約
０
・
３
㎜

の
写
真
フ
ィ
ル
ム
（
原
子

核
乾
板
）
で
、
名
大
が
開

発
し
た
も
の
。
こ
れ
を
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
内
の
「
女
王
の

間
」
の
離
れ
た
２
カ
所
に

置
き
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
内

部
を
通
る
ミ
ュ
ー
粒
子
の

経
路
や
入
射
角
度
な
ど
を

観
測
し
、
こ
れ
か
ら
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
質

量
分
布
を
映
像
化
し
ま
し

た
。

　

観
測
の
結
果
、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
中
央
部
「
王
の
間
」

に
通
じ
る
通
路
「
大
回

廊
」
の
上
部
に
長
さ
30
㍍

以
上
の
未
知
の
空
洞
を
発

見
し
ま
し
た
。
今
後
、
考

古
学
遺
跡
調
査
な
ど
に
幅

広
く
利
用
が
可
能
と
い
い

ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23

今
年
も
日
本
に
化
石
賞

　

石
炭
火
力
・
原
発
推
進
に
批
判

　

ド
イ
ツ
・
ボ
ン
で
開
催

さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
で

９
日
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
逆
行
す
る
国
に
贈
ら
れ

る
「
化
石
賞
」
２
位
が
日

本
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
１

位
は
日
本
を
含
む
「
温

暖
化
の
歴
史
的
責
任
を

果
た
さ
な
い
す
べ
て
の
先

進
国
」
で
、
日
本
は
ダ
ブ

ル
受
賞
。
世
界
の
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
参
加
す
る
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
気
候
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｎ
は
受
賞
理
由

を
、「
日
本
が
６
日
、
ア

メ
リ
カ
と
共
同
で
途
上
国

で
の
石
炭
火
力
・
原
子
力

発
電
を
推
進
す
る
覚
書
に

合
意
し
た
こ
と
」と
発
表
。

ア
メ
リ
カ
と
共
に
「
時
代

遅
れ
の
政
策
」
を
見
直
す

べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
海
外
の
石

炭
関
連
事
業
に
突
出
し
た

投
資
、
支
援
額
で
は
主
要

７
カ
国
（
Ｇ
７
）
で
ト
ッ

プ
。
国
内
で
も
42
基
の
火

力
発
電
所
が
建
設
計
画
中

で
す
。
日
本
は
参
加
国
か

ら
名
指
し
で
非
難
さ
れ
て

お
り
、
脱
石
炭
に
か
じ
を

切
る
べ
き
で
す
。

録
を
出
し
た
」「
小
平
選

手
と
高
木
選
手
が
大
活

躍
だ
」「
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

五
輪
で
の
活
躍
が
楽
し
み

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

通
研
の
テ
ニ
ス
コ
ー

延
び
す
る
の
は
残
念
だ

が
、
倒
木
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
や
む
を
得
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
三
鷹
駅
北
口
駅
前
ロ

ー
タ
リ
ー
や
武
蔵
野
警
察

に
至
る
街
路
樹
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
灯
っ
た
」

「
帰
宅
時
の
バ
ス
の
車
窓

に
心
が
な
ご
む
」

働き盛りの年収減

消費不況に大きな影響

　

厚
労
省
統
計
で
、
１
９

９
９
年
と
２
０
１
６
年
で

て
い
ま
す
（
図
）。

　

そ
の
要
因
は
、
非
正
規

雇
用
の
増
加
に
よ
る
賃
金

水
準
の
低
下
に
加
え
、
べ

ー
ス
ア
ッ
プ
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

30
歳
〜
40
歳
代
は
子
育

て
や
子
ど
も
の
進
学
な
ど

最
も
消
費
が
増
え
が
ち
な

世
代
で
す
。
こ
う
し
た
世

代
で
の
賃
金
減
少
が
消
費

不
況
に
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。

の
男
性
の
年
代
別

年
収
の
増
減
を
調

べ
る
と
、
最
も
落

ち
込
ん
だ
の
は
35

〜
39
歳
で
減
少
額

は
年
間
53
万
円
。

「
働
き
盛
り
」
の

30
〜
40
歳
代
で
す

さ
ま
じ
い
賃
金
切

り
下
げ
が
行
わ
れ


